
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3030 

令和５年度 理数科 

 

教科 理数 科目 理数化学 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 化学基礎（数研出版） 

副教材等 資料集：サイエンスビュー新化学資料（実教出版）問題集：センサー化学基礎３rd Edition（啓林館） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

①授業を大切に                                                                                            

前期は１．５ユニットで授業時間数が少なく、１回の授業内容が盛りだくさんになっている。前

期で化学基礎の教科書を終え、後期にバトンをつなげられるよう、授業に積極的に参加しよう。                                                                                         

②復習を忘れずに                                                                                              

授業内容をどれだけ理解できたかを確認するために、配布する課題プリント、重要なところを確

認する小テストなどもおろそかにしないように取り組もう。 

③実験プリントは課題研究の第一歩 

実験の結果を正確に記録することは、研究をするうえで非常に大切なこと。何が、どのような操

作によって、どのように変化したのか、を具体的に記録する習慣をつけよう。この実験は何を調

べようとしているのかを常に考えながら実験を行ってほしい。 

④教科書をしっかり読み込もう 

分からないときは、まずは自分で教科書を読んでみよう。大概のことは教科書に書いてある。 

それでも分からないときにはいつでも質問を。 

 

２ 学習の到達目標 

化学反応の中には、電子のやり取りが行われるもの（酸化還元反応）があることを知り、酸化剤

と還元剤の変化について学ぶ。また、金属の種類によって陽イオンになる“なりやすさ”が異なる

こと（金属のイオン化傾向）、その際に放出する電子を外部へ電流として取り出す方法（電池）、

またその逆の変化（電気分解）についても学ぶ。さらに、これらの反応における量的な関係（ファ

ラデーの法則）を、演習を通して理解していく。 

無機物質について、物質の性質を比較・対照しながら調べ、これらの物質の日常生活や工業にお

ける利用、化学と歴史とのかかわりなどについて学んでいく。 

実験では、酸化還元反応や様々な物質の性質を確認し、観察力や考察力、実験手法を身に付ける。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

科学や数学における基本的な概

念や原理・法則などを系統的に理

解し、知識を身に付けている。 

観察、実験の基本操作及び自然の

事物・現象を探究する技能を身に

付けている。また、事象を数学的

に表現・処理する仕方や推論の方

法などの技能を身に付けている。 

自然の事物・現象の中に問題を見

いだし探究する過程を通して、事

象を科学的、創造的に考察し、導

き出した考えを的確に表現してい

る。また、数学的な見方や考え方

を身に付け、事象を数学的、創造

的に考察し的確に表現している。                              

自然の事物・現象や数学的事象に

関心をもち、積極的にそれらを探

究しようとするとともに、事象を

科学的・数学的に考察し表現する

態度を身に付けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学期末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期
中
間
考
査
ま
で 

酸
と
塩
基
の
反
応 

 

中和反応と塩 

塩の分類・水溶液の性質 

塩と酸・塩基の反応 

塩の加水分解 

滴定曲線 

二段階中和 

a・b:酸と塩基の反応および塩の加水分

解と液性についての基本的な概念を理

解し、知識を身に付けている。 

c:酸･塩基の反応について関心をもち、

意欲的に取り組もうとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 課題 

 

酸
化
還
元
反
応 

酸化・還元の定義 

酸化数 

酸化剤・還元剤の反応 

酸化力の強弱 

酸化剤と還元剤の量的関係 

酸化還元滴定 

a・b:基本的な概念を理解し、知識を身

に付けている。 

c:酸化還元反応に関心をもち、意欲的

に取り組もうとしている。酸化還元滴

定実験の過程や結果を的確に記録・整

理している。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 課題 

実験レポー

ト 

前
期
期
末
考
査
ま
で 

 

金属のイオン化傾向 

金属の反応性 

a・b:金属の反応性の原理を理解し、反

応性を比較することができる。 

c:金属のイオン化傾向について関心を

もち、意欲的に取り組もうとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 課題 

実験レポー

ト 

電池のしくみとダニエル電池 

さまざまな電池 

a・b:電池の原理やいろいろな電池の仕

組みについて基本的な概念を理解し、

知識を身に付けている。 

c:電池の原理や日常生活での利用につ

いて関心をもち、意欲的に取り組もう

としている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 課題 

 

電気分解 

ファラデーの法則 

電気分解の応用 

金属の製錬 

a・b:電気分解の基本的な概念を理解

し、知識を身に付けている。電気分解

の量的関係を理解している。 

c:電気分解工業やその製品に関心をも

ち、意欲的に取り組もうとしている。

電池・電気分解実験の過程や結果を的

確に記録・整理し、データやグラフか

ら電気分解の量的関係を考察してい

る。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 課題 

実験レポー

ト 

無
機
物
質 

周期表と元素の性質 

１族元素（アルカリ金属） 

２族元素（アルカリ土類金

属） 

両性を示す典型金属（アルミ

ニウム、スズ、鉛） 

a・b:アルカリ金属、アルカリ土類金属

及び両性を示す典型金属について基本

的な概念を理解し、知識を身に付けて

いる。 

c：アルカリ金属、アルカリ土類金属及

び両性を示す典型金属について関心を

もち、意欲的に取り組もうとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 課題 

実験レポー

ト 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


